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NO.461 2018年12月１日

●組合員　20,604人
●出資金　429,017千円

●１人平均出資金額　20,822円
〒670-0832 姫路市双葉町10番地　☎079-285-3398

E-mail info@himeji-mcoop.or.jp

姫路医療生協現勢
（2018年10月31日現在）

大石神社大石神社
（赤穂市）

▲義士宝物殿

▲荘厳な社殿

▲大石内蔵助像

▲参道に並ぶ四十七義士像

　

赤
穂
の
人
々
は
大
石
内
蔵
助
屋

敷
内
に
小
さ
な
祠
を
立
て
、
大
石

内
蔵
助
を
祀
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
の
宣せ

ん

旨じ

（
＝
天
皇
の

命
令
を
伝
え
る
文
書
）
を
契
機

に
、
赤
穂
で
大
石
神
社
創
建
の
機

運
が
高
ま
り
ま
す
。
花
岳
寺
住
職

　

仙
珪
和
尚
た
ち
の
奔
走
に
よ

り
、
明
治
33
年
に
神
社
創
立
が
政

府
か
ら
許
可
さ
れ
、
大
正
元
年
11

月
に
四
十
七
義
士
を
祀
る
神
社
と

し
て
大
石
神
社
が
鎮
座
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
祭
神
は
大
石
内
蔵
助
良
雄
以

下
四
十
七
義
士
と
中
折
の
烈
士
萱か

や

野の

三
平
を
主
神
と
し
、
浅
野
長
直

・
長
友
・
長
矩
の
三
代
城
主
と
、

浅
野
家
断
絶
後
の
藩
主
森
家
の
先

祖
、
本
能
寺
の
変
で
散
っ
た
森
蘭

丸
ら
七
代
の
武
将
を
合
祀
し
て
い

ま
す
。

　

鎮
座
場
所
は
赤
穂
城
三
の
丸

で
、
家
老
藤
井
又
左
衛
門
の
屋
敷

跡
を
中
心
に
、大
石
内
蔵
助
・
片
岡

源
五
右
衛
門
・
大
石
瀬
左
衛
門
ら

の
屋
敷
跡
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

を
討
ち
大
願
を
成

就
し
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

（
取
材

　

常
任
理
事

 

　

川
井
隆
）

　

大
石
神
社
の
参
道
に
立
つ
と
真

っ
先
に
四
十
七
義
士
の
石
像
に
迎

え
ら
れ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
ま
す
。

　

神
門
は
楠
正
成
公
が
祀
ら
れ
る

湊
川
神
社
が
明
治
５
年
に
創
立
さ

れ
た
時
に
建
て
ら
れ
た
欅
材
入
母

屋
造
四
脚
門
の
豪
快
な
門
を
、
１

９
４
２
年
（
昭
和
17
年
）
に
移
築

し
た
も
の
で
す
。「
義
芳
門
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
益
は
大
願
成
就
と
願
望
成

就
で
す
。
四
十
七
義
士
が
不
慣
れ

な
江
戸
で
、
一
年
十
ヶ
月
に
も
及

ぶ
窮
乏
生
活
に
耐
え
、
主
君
の
仇
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▲定期巡回・随時対応サービスを
寸劇で紹介　　　　　　　　

▲職員も健康チェックを
体験しました　　　

▲今回のイベントを準備・運営
されたみなさん　　　　　

▲利用者様も楽しそう

▲特に人気を集めた訪問看護体験

最
高
の
イ
ベ
ン
ト
に
！

最
高
の
イ
ベ
ン
ト
に
！

ッ
ク
の
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
け
ま
し
た
。

　

定
期
巡
回
・
随
時

　

市
川
橋
の
東
に
位

置
す
る
姫
路
医
療
生

協
の
事
業
所
が
所
属

す
る
「
か
わ
ひ
が
し

利
用
委
員
会
」
が
、

10
月
20
日
、
姫
路
市

灘
市
民
セ
ン
タ
ー
に

て
『
介
護
フ
ェ
ア
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
120
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

寸
劇
や
パ
ネ
ル
に

　

姫
路
医
療
生
協
で
は
今
年
も
12

月
１
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
大
腸

が
ん
チ
ェ
ッ
ク
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
や
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が

が
ん
に
な
り
、
３
人
に
１

人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
大
腸
が
ん
は
男
女
と

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の

最
新
が
ん
統
計
ま
と
め
に

よ
る
と
、
２
０
１
６
年
の

死
亡
数
が
多
い
部
位
と
し

て
、
男
性
３
位
、
女
性
１

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発

生
要
因
と
し
て
は
生
活
習

慣
と
関
わ
り
が
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
特
に
赤
肉
や

加
工
肉
の
摂
取
、
飲
酒
、

喫
煙
に
つ
い
て
は
要
注
意

大
腸
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

大
腸
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
月
間
始
ま
り
ま
す
！

大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
月
間
始
ま
り
ま
す
！

姫路医療生協　あぼしブロック　2019年新春のつどい
振り込め詐欺にご用心

ジャズLIVE

とき　2019年１月12日（土）
　　　14：00～16：00
場所　姫路市立図書館
　　　網干分館　大ホール
所在地：姫路市網干区垣内南町1429番地６
　　　　（TEL 079-274-1495）
　　　　＊山陽電車網干駅下車西側すぐ
※駐車場に限り有。公共交通機関をご利用ください。

【お申込み
お問合せ】〒670-0832 姫路市双葉町10 姫路医療生活協同組合 組合員サービス部「新春のつどい」係　　　　　　 TEL：079－285－3399　　FAX：079－285－3406
　後援：姫路市　　　主催：　 

講師　笑福亭 智之介
（しょうふくてい　ちのすけ）

落語で学ぶ　消費者トラブル
一部

二部

本名：松本敏之
1977年12月３日神戸市生まれ　AB型
学歴：姫路獨協大学法学部卒業
入門：2000年４月、笑福亭仁智に入門
古典落語はもとより、新作落語や少年時代
からやっているマジックでも舞台に立つ。
神戸を中心に各地の落語会で活躍中。

曲： コーヒールンバ／上を向いて歩こう／星に願いを　他
演奏：スイング・フェローズ

入場無料
どなたでも！
先着250名様

これなら老後も安心だねこれなら老後も安心だね
充実の介護サービスに笑顔あふれ

～10.20 かわひがし介護フェア～

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

in
め
が

で
す
。
大
腸
が
ん
は
早
期
発
見
す

る
こ
と
で
治
療
し
や
す
く
な
り
、

死
亡
率
も
大
き
く
下
が
り
ま
す
。

ま
た
、
早
期
発
見
す
る
た
め
に
は

毎
年
定
期
的
に
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
る
事
が
大
切
で
す
。

　

提
出
方
法
は
と
て
も
簡
単
。
２

回
分
の
便
を
採
り
、
問
診
票
と
と

も
に
専
用
の
封
筒
に
入
れ
て
郵
送

す
る
だ
け
で
す
。
検
査
で
は
便
の

中
に
血
液
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か

▲はじめさん
ひょうごまるごと健康チャレンジ2018イメージキャラクター

▲はかるさん

っ
こ
体
操
も
行
い
ま
し
た
。
皆
さ

ま
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、「
気
持

ち
良
か
っ
た
」「
な
ん
だ
か
す
っ

き
り
し
た
ね
」
と
笑
顔
で
会
場
を

後
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
常
任
理
事　

笹
野 

真
由
美
）

よ
る
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

や
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
所
紹

介
、ア
ロ
マ
体
験
・
リ
ハ
ビ
リ

体
験
・
福
祉
用
具
の
試
行
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
域

の
組
合
員
に
よ
る
健
康
チ
ェ

▲大腸がんチェックセットの内容

を
調
べ
、
大
腸
内
の
出
血
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
後
日
、
検
査
結
果

が
郵
送
で
自
宅
に
届
き
ま
す
。
大

腸
が
ん
セ
ッ
ト
は
１
セ
ッ
ト
800
円

（
税
込
）、
３
月
20
日
ま
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
検
体
受
付
締
切
は

３
月
31
日
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
組
合
員
サ
ー
ビ

ス
部
（
☎
079
―
285
―
３
３
９
９
）

へ
。

対
応
サ
ー
ビ
ス
を
寸
劇
で

初
め
て
知
っ
た
方
は
「
こ

ん
な
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
が

あ
っ
た
な
ん
て
知
ら
な
か

っ
た
。
こ
れ
な
ら
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
か
な
」
と
、

笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
嚥
下

体
操
・
腰
痛
体
操
・
ひ
め

　

10
月
27
日
『
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
め
が
』
に
て
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
社
会

貢
献
や
履
修
単
位
取
得
を
め

ざ
す
福
祉
系
の
大
学
・
専
門

・
高
等
学
校
の
学
生
を
対
象

に
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
実
施
し
ま

し
た
。神
戸
女
子
大
学
、神
戸

医
療
福
祉
専
門
学
校
、
龍
野
北
高

等
学
校
か
ら
６
名
の
学
生
が
、
事

前
準
備
と
運
営
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
最
高
に
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
し
よ
う
！
」
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
、
み
ん
な
で
取
り

組
む
一
体
感
と
、
介
護
分
野
で
働

く
先
輩
と
の
交
流
で
大
き
く
成
長

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
仮
装
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
桃

太
郎
演
劇
、
ハ
ー
ベ
ス

ト
医
療
福
祉
専
門
学
生

に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏

で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
大
成
功
に
て
終
わ

り
ま
し
た
。
短
い
準
備

期
間
で
一
つ
の
も
の
を

カ
タ
チ
に
し
、
大
き
な

達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

そ
う
や
ね
。

大
腸
が
ん
は
特
に
40
代

か
ら
増
え
る
み
た
い
。

　

僕
も
う
け
と
く
よ

年
に
一
回
は
大
腸
が
ん

チ
ェ
ッ
ク
や
ね
〜

この講演は兵庫県の消費者トラブル防止事業の補助金を受けて実施します

市営･神姫バス停

国道250号線国道250号線

山陽網干駅山陽網干駅

網干市民
センター前

県
道
太
子

御
津
線

銀行

銀行

図書館
網干分館

駐車場◆事前申込が必要です
下記へ、官製はがきに住所・氏名・
電話番号をご記入の上、お申し込み
ください。（※お電話やFAXでの申
込みも可能です）
＊ 予定席数を越えた場合に限り、
　個別にご連絡いたします。
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簡
単
ア
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ

簡
単
ア
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ

入
れ
、
蓋
を
し
て
弱
火
で
６

〜
８
分
程
度
焼
く
。（
Ｉ
Ｈ

の
場
合
は
、
強
さ
４
で
５

分
、
強
さ
２
で
５
分
を
目
安

に
焼
い
て
く
だ
さ
い
）
竹
串

を
挿
し
て
、
中
ま
で
火
が
通

っ
た
ら
お
皿
を
か
ぶ
せ
、
ひ

っ
く
り
返
し
て
完
成

※ 

生
地
の
分
量
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
ミ
ッ
ク
ス
の
表
示
で
作
っ

て
く
だ
さ
い

100
縁
カ
フ
ェ
（
英
賀
・
津
田
支
部
）

12
月
２
日
（
日
）
10
時
〜
11
時
45
分　

参
加
費　

100
円

場
所　

環
境
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク
新
春
の
つ
ど
い　

※
２
面
に
関
連
広
告

２
０
１
９
年
１
月
12
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

場
所　

姫
路
市
立
図
書
館
網
干
分
館　

大
ホ
ー
ル

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
花
北

２
０
１
９
年
１
月
16
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
15
時　

参
加
費　

100
円

場
所　

花
の
北
市
民
広
場 

第
６
会
議
室

原
発
な
く
せ
駅
前
署
名
宣
伝
行
動

２
０
１
９
年
１
月
22
日
（
火
）
14
時
〜
15
時

場
所　

山
電
姫
路
駅
前
広
場
（
雨
天
時
：
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
ピ
オ
レ
前
）

サ
ー
ク
ル 

て
く
て
く

 

224

２
０
１
９
年
１
月
11
日
（
金
）　

参
加
費　

６
０
０
０
円

徳
島
脇
町
う
だ
つ
の
町
、
氷
河
時
代
の
名
残
土
柱
、
日
本
一
大
き
な

川
中
島
「
善
入
寺
島
」
な
ど
を
訪
ね
ま
す
（
徳
島
）

会
員
申
込　

12
月
10
日
ま
で
に
葉
書
で
姫
路
市
宮
上
町
１
―
59
―
２

野
村
千
恵
子
宛
へ
☎
090
―
８
２
０
１
―
７
６
８
８

行
事
案
内

関
心
が
あ
る
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

お問合せ
☎079-285-3399
（組合員
 サービス部）

材
料
（
２
人
分
）

り
ん
ご 

１
個　
　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル 

大
さ
じ
２

蜂
蜜 

大
さ
じ
２

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス 

150
ｇ　
　

卵 

１
個　
　

牛
乳 

100
㏄　
　

砂
糖 

大
さ
じ
２

ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー 

小
さ
じ
１

【
作
り
方
】

① 

ボ
ウ
ル
に
卵
を
入
れ
、
牛
乳

と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス

を
加
え
よ
く
混
ぜ
る

② 

リ
ン
ゴ
は
皮
付
き
の
ま
ま
、

薄
め
の
く
し
形
に
切
る
（
芯

は
取
る
）

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
と
蜂
蜜
を
入
れ
て
混

ぜ
、
②
を
並
べ
て
弱
火
で
片

面
だ
け
を
３
分
焼
く

④ 

一
度
火
を
止
め
て
①
を
流
し

時間　PM2:00～4:00
場所　共立病院相談室
 （共立病院の薬局前）
協力　 姫路総合法律事務所
　　　（弁護士）

12月20日（木）
１月17日（木）
２月21日（木）

※ 要予約　相談希望の
方は、下記へお申し
込みください
　姫路医療生協本部
 ☎(079)285-3398

無料法律無料法律
なんでも相談なんでも相談

毎月第３
木曜日

健康野菜

８：00 ～ 10：00
共立病院正面玄関

12月４日（火）
　　11日（火）
　　18日（火）
　　25日（火）
　　28日（金）

ひまわり市ひまわり市

　

10
月
28
日
（
日
）、
快
晴
の
空

の
下
、
25
名
の
参
加
者
で
今
年
も

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
１
９
９
８
年
に
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
、
健
康
で
豊
か
な

高
齢
社
会
を
め
ざ
し
、「
地
球
を

包
む
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
し
よ
う

と
呼
び
か
け
て
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。

　

野
里
の
街
は
過
去
に
も
一
度
歩

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
旧
野
里
街
道
を
歩
き
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
ガ
イ
ド
役
の
名
誉

役
員 

河
本
利
文
氏
の
ル
ー
ト
説

明
の
あ
と
、
集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
京

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
８

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
８

▲空爆の碑（JR京口駅前）▲講師の黒子知可子氏

▲各支部の特色が出たニュース ▲大野家住宅の虫籠窓

口
駅
前
に
平
成
９
年
に
建
て
ら
れ

た
空
爆
の
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。

当
時
、
辺
り
一
帯
が
死
体
の
山
に

な
っ
た
と
の
説
明
に
、
参
加
者

は
、
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
平
和
の
大
切
さ
を
し
み
じ

み
感
じ
ま
し
た
。

　

姫
路
市
都
市
景
観
重
要
建
築
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
野
家
住
宅

で
は
、
町
屋
の
特
徴
で
あ
る
虫む

し
籠こ

窓ま
ど

を
見
学
。「
昔
の
風
情
を
感
じ

る
わ
」
と
の
感
想
が
。

　

途
中
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

野
里
に
立
ち
寄
り
、
少
し
の
間
、

休
憩
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
利
用
者
様
に
ご
挨
拶
し
、
出

発
の
際
に
は
集
合
写
真
を
一
枚
パ

チ
リ
。

　

歩
み
を
進
め
て
い
る
と
、
仕
出

し
屋
を
営
む
尾
張
屋
さ
ん
の
ご
主

人
が
「
ど
う
ぞ
見
て
い
っ
て
」
と

私
達
を
招
き
入
れ
て
、
見
学
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
姫
路
市
都
市
景
観
重

要
建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
魚

橋
呉
服
店
や
、
明
珍
火
箸
で
有
名

な
明
珍
本
舗
の
前
を
歩
い
て
、
今

回
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
終
点

に
到
着
。
城
下
町
の
面
影
残
る
野

里
地
区
の
散
策
に
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
満
足
な
様
子
で
し
た
。

英
賀
・
津
田
支
部

榎
田　

一
子
さ

ん

　

10
月
23
日
（
火
）
午
後
、
姫
路

商
工
会
議
所
で
、「
２
０
１
８
年

度
支
部
ニ
ュ
ー
ス
づ
く
り
交
流
集

れ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
い
き
い
き

と
伝
わ
る
コ
ツ
を
伝
授
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
ニ
ュ
ー
ス
の
添
削
指

導
。
事
前
に
提
出
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
紙
面
を
見
な
が
ら
黒
子
氏
が
良

の
担
当
者
合
わ
せ
て
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
文
章
の
書
き
方

や
見
出
し
の
付
け
方
、
レ
イ

ア
ウ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ス
づ
く
り
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
内
容
が
わ
か
っ

て
、
先
が
読
み
た
く
な
る
よ

う
な
見
出
し
を
。
み
ん
な
で

案
を
た
く
さ
ん
出
し
、
そ
こ

か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
」、「
記

事
に
は
参
加
者
の
感
想
を
入

～支部ニュースづくり交流集会～

城
下
町
の
面
影
を
訪
ね
て

城
下
町
の
面
影
を
訪
ね
て

  

旧
野
里
街
道
を
歩
く

旧
野
里
街
道
を
歩
く

　

そ
し
て
、
一
行
は
い
ざ
旧
野

里
街
道
へ
。
野
里
は
昔
か
ら
商

業
の
町
、
職
人
の
町
と
し
て
栄

え
た
所
で
、
今
で
も
城
下
町
の

面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の

情
緒
あ
る
街
並
み
を
楽
し
み
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
と
歩
き
ま
し

た
。
街
道
沿
い
の
家
は
、
新
築

な
が
ら
も
こ
の
古
い
街
並
み
に

溶
け
込
む
工
夫
を
さ
れ
て
い
る

家
も
あ
り
、
参
加
者
は
「
さ
す

が
城
下
町
だ
ね
」
と
頷
い
て
い

ま
し
た
。

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
部

ニ
ュ
ー
ス
は
地
域
活
動
の
情
報

発
信
の
ほ
か
、
川
柳
や
コ
ラ
ム

の
掲
載
な
ど
、
同
じ
地
域
に
暮

ら
す
組
合
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
講
師
に
㈱
関
西
共
同

印
刷
所
の
黒
子 

知
可
子
氏
を

お
招
き
し
、
ニ
ュ
ー
ス
作
成
講

座
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
、
頭

を
悩
ま
せ
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ス
を

作
成
し
て
い
る
支
部
や
事
業
所

い
所
と
改
善
点
を
挙
げ
る
と
、
そ

の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
皆
さ
ん

「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
し
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
達
の

と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
、
他
支
部

の
添
削
も
聞
く
こ
と
で
気
付
き
に

な
っ
た
」「
見
出
し
の
大
切
さ
が

よ
く
わ
か
っ
た
」
な
ど
、
今
後
の

支
部
ニ
ュ
ー
ス
制
作
に
前
向
き
な

声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 読む人 読む人もも作る人作る人もも
  楽しいニュース作り楽しいニュース作りをを
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最
近
、「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
始

め
ま
し
た
。
風
邪
も
ひ
か
ず
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

（
田
中
ク
ニ
子
さ
ん（
79
）飾
磨
区
）

　

寒
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

晩ば
ん

白ぺ
い

柚ゆ

が
６
個
も
な
り
ま
し

た
。
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
河
本
和
子
さ
ん（
67
）勝
原
区
）

　

朝
晩
冷
え
込
ん
で
き
ま
し

た
。
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま

す
。
夕
方
に
お
友
達
と
公
園
で

井
戸
端
会
議
を
し
て
い
ま
す
。

背
中
を
丸
め
な
が
ら
毎
日
話
を

す
る
の
が
楽
し
み
で
行
っ
て
い

ま
す
。

（
宮
本
小
夜
子
さ
ん（
77
）飾
磨
区
）

　

ひ
ょ
う
ご
ま
る
ご
と
健
康
チ

ャ
レ
ン
ジ
（
血
圧
を
測
ろ
う
）

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

何
と
な
く
私
は
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
毎
日

計
っ
て
自
分
の
体
を
知
ろ
う
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
上
が

90
、
下
が
65
と
低
い
数
値
が
出

て
気
に
な
り
ま
す
が
「
高
い
よ

り
は
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
安

心
？
し
て
自
分
の
数
値
と
し
て

自
覚
し
て
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
清
水
静
子
さ
ん（
68
）た
つ
の
市
）

　

毎
年
、
遺
影
を
撮
っ
て
い
ま

す
。
先
日
は
文
化
祭
の
発
表
会

が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
和
服
を

着
ま
し
た
。
日
頃
は
年
齢
を
感

じ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
写
真
は

真
実
を
写
す
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

 

（
三
木
愛
里
さ
ん　

太
子
町
）

　

蝉
の
声
が
や
み
、
こ
お
ろ
ぎ

の
声
も
聞
こ
え
な
く
な
り
コ
タ

ツ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
寒

さ
が
身
に
こ
た
え
ま
す
。

 

（
向
井
桂
子
さ
ん　

広
畑
区
）

　

ク
イ
ズ
が
大
好
き
で
す
。
認

知
症
予
防
に
応
募
し
て
い
ま
す
。

（
村
上
愛
子
さ
ん（
71
）勝
原
区
）

答 A B C D E Ｆ

㉖
シ
ー
ツ
の
こ
と
で
す

㉗
大
公
望
が
垂
ら
し
ま
す

①
八
百
屋
で
カ
ボ
チ
ャ
と
ゆ
ず
が

売
れ
る
日

②
ご
飯
と
コ
レ
が
あ
れ
ば
、
お
か

ず
は
不
要
？

③
「
地
位
」
の
暗
喩

④
朝
一
番
の
…
…
電
車

⑤
結
婚
２
年
目
は
…
…
婚
式

⑥
金
魚
な
ど
を
入
れ
ま
す

⑨
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
お
酒

⑪
…
…
運
。
貧
乏
…

⑭
吉
幾
三
の
代
表
曲

⑮
ア
シ
カ
に
似
て
い
ま
す

⑯
突
進
力
が
強
い
動
物

⑱
…
…
紹
介
。
…
…
流

⑲
イ
グ
ア
ス
や
ビ
ク
ト
リ
ア

㉑
増
加
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
…

㉓
…
…
せ
ぬ
出
来
事

㉔
ブ
ー
ツ
。
ス
ニ
ー
カ
ー

【
応
募
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
て

ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
正

解
の
方
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た

の
身
近
な
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
の
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
、
年
齢
を
ご
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
読
者
の
た
よ
り
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
応
募
先
】

〒
６
７
０
｜
０
８
３
２

姫
路
市
双
葉
町
10

姫
路
医
療
生
協
編
集
部

締
め
切
り
は
12
月
31
日
で
す
。

10
月
号
の
答
え
と
当
選
者

　

正
解
は

　

「
ナ
マ
シ
イ
タ
ケ
」

今
回
は
89
通
の
応
募
で
し
た
。

　

以
下
の
10
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

村
上　

康
子
さ
ん（
飯　

田
）

堀
田　

直
美
さ
ん（
勝
原
区
）

岸
本　
　

守
さ
ん（
菅
生
台
）

天
野　

慧
子
さ
ん（
豊
富
町
）

大
西　

久
栄
さ
ん（
城
東
町
）

齋
藤　

道
代
さ
ん（
夢
前
町
）

勝
谷　

靜
子
さ
ん（
大
津
区
）

馬
場
ゆ
か
り
さ
ん（
網
干
区
）

井
澤　

好
潔
さ
ん（
た
つ
の
市
）

杉
内　

康
子
さ
ん（
飾
磨
区
）

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
、
な
に
？

① 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
は

多
忙

④
霜
月
、
…
…
、
睦
月

⑦ 

…
が
合
う
、
尻
…
に

乗
る

⑧ 

僧
侶
の
年
末
の
恒
例

行
事

⑩
マ
イ
ホ
ー
ム

⑫
…
密
度
の
低
下
に
注
意

⑬
白
と
黒
が
あ
る
？

⑮
三
冠
…
…
。
百
獣
の
…
…

⑯
『
源
氏
物
語
』
に
も
登
場
す
る

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

⑰
転
居
や
挙
式
は
こ
の
日
に

⑲
パ
ソ
コ
ン
で
発
生
す
る
と
困
り

ま
す

⑳
バ
ラ
の
花
…
は
「
愛
情
」

㉒
人
が
調
理
し
て
食
べ
る
肉

㉕
…
…
座
。
…
…
雲
。

12
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
７
９
―
４
５
１

健康健康
講座講座

読
者
の
た
よ
り

三み

木き　

麻ま

由ゆ

郁か

さ
ん

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
め
が

職
場
の
ホ
ー
プ
君

職
場
の
ホ
ー
プ
君

★★★★

★★★★

31
…

共立歯科　所長　西山　憲
のり

行
ゆき

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
朝

晩
、
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
体

調
管
理
が
大
切
な
時
期
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

口
腔
と
全
身
状
態
の
関
わ
り
に

つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

　

口
は
消
化
管
の
始
ま
り
で
あ

り
、
健
康
へ
の
入
り
口
で
も
あ

り
ま
す
。
虫
歯
、
歯
周
病
、
詰

め
物
や
冠
が
脱
離
し
た
ま
ま
に

放
置
し
て
お
く
と
、

・
糖
尿
病

・
心
臓
病

・
誤
嚥
性
肺
炎

な
ど
の
病
気
の
原
因
に
な
っ
た

り
症
状
を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
噛
む
と
い
う
行
為

は
、
脳
を
活
性
化
し
、
認
知
症

の
予
防
や
認
知
機
能
の
改
善
に

つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
会
話
を
す
る
、

表
情
を
つ
く
る
、
と
い
っ
た
認

知
症
の
予
防
や
改
善
に
欠
か
せ

な
い
動
作
に
も
、
口
は
大
い
に

関
係
し
て
い
ま
す
か
ら
、
日
頃

の
口
腔
ケ
ア
は
と
て
も
大
切
で

す
。

　

が
ん
治
療
と
口
腔
ケ
ア
に
つ

い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
の
手
術
、
抗
が
ん
剤
、
放

射
線
治
療
の
前
に
、
虫
歯
や
歯

周
病
の
治
療
、
口
腔
ケ
ア
を
行

う
こ
と
で
、
治
療
中
に
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
す
細
菌
の
数
を
減
ら

し
ま
す
。

　

ま
た
健
康
な
お
口
で
、
し
っ

か
り
食
事
を
と
り
、
体
力
を
維

持
し
、
つ
ら
い
治
療
を
乗
り
切

る
た
め
に
も
、
口
の
健
康
は
と

て
も
大
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
空
気
が
乾
燥
す

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
う
が
い

を
す
る
こ
と
で
、
口
腔
内
や
の

ど
を
清
潔
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
肺
炎
予
防
な
ど
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
健
口
」
は
「
健
康
」
の
は

じ
ま
り
で
す
。
口
腔
ケ
ア
を
行

っ
て
、
毎
日
を
健
康
に
過
ご
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
診
療
予
約
・お
問
い
合
せ
】

共
立
歯
科

 

（
姫
路
市
亀
山
212
―
３
）

 

☎
079
―
233
―
０
０
１
６

月
曜
日　

眼
の
か
す
み
と
白
内
障

火
曜
日　

唾
液
と
病
気

水
曜
日　

お
酒
と
肝
臓

木
曜
日　

尿
路
系
の
結
石
に
つ
い
て

金
土
日　

唇
の
荒
れ

※ 

放
送
は
27
日（
木
）ま
で
で
す
。
24
日（
月
・
祝
）は
金
土
日
の
テ
ー
マ
を
放
送
。

【
年
末
年
始
の
テ
ー
マ
】 （
12
月
28
日（
金
）〜
１
月
６
日（
日
））

　

お
餅
の
食
べ
方
と
食
べ
過
ぎ
に
注
意
！

健口は
健康のはじまり

　

今
年
４
月
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
め
が
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
始
め
て
半
年
以
上
が
経

ち
、
自
身
の
介
護
の
方
法
や
介
護

観
に
つ
い
て
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
職
場
の
優
し
い
先
輩
方
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら

楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
仕
事
の
や
り
が
い
に
な
っ

て
い
る
の
は
利
用
者
様
の
笑
顔
で

す
。
利
用
者
様
に
日
々
笑
顔
で
過

ご
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
人
ら
し

く
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

支
援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
先
輩
方
や
利
用
者

様
か
ら
刺
激
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
良
い
介
護
福
祉
士
に
な
れ
る

よ
う
日
々
精
進
し
ま
す
。
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ぬ
く
も
り
を
大
切
に

ぬ
く
も
り
を
大
切
に

  

作
品
づ
く
り
を

作
品
づ
く
り
を

鷹た
か

馬う
ま　

ま
り
子
さ
ん

豊
富
支
部

が
、
数
十
年
ぶ
り
に
作
品
を
出
し

て
み
て
、「
あ
の
と
き
一
生
懸
命

に
書
い
た
こ
と
は
よ
く
思
い
出
し

ま
す
。
字
は
生
き
て
い
る
か
ら
、

そ
の
日
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
す
」
と
語
る
鷹
馬
さ

ん
。一

筆
一
筆
を
丁
寧
に

一
筆
一
筆
を
丁
寧
に

　

書
く
と
き
は
一
心
に
取
り
組
む

鷹
馬
さ
ん
。
季
節
に
合
わ
せ
た
作

品
づ
く
り
の
た
め
に
、
一
ヶ
月
以

上
も
前
か
ら
練
習
を
行
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
静
か
な
朝
の
５
時
か

ら
一
人
で
作
品
を
書
き
始
め
、
墨

染
色
は
、
数
十
色
の
イ
ン
ク
を
調

合
し
色
を
作
る
の
で
す
が
、
実
際

に
革
を
染
め
る
と
、
思
っ
て
い
た

色
と
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
多
く
一
番
難
し
い
工
程

だ
そ
う
で
す
。「
始
め
た
ば
か
り

で
難
し
い
け
ど
完
成
に
近
づ
い
て

い
く
の
が
楽
し
い
。
上
手
下
手
よ

り
も
完
成
す
る
こ
と
が
嬉
し
い

し
、
失
敗
に
も
温
も
り
が
あ
る
の

で
」
と
笑
顔
で
語
る
鷹
馬
さ
ん
。

　

ご
友
人
や
ご
家
族
に
も
作
品
を

贈
り
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ご
主
人
に
長
財
布
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
と
き
は
、
そ
の
場
で
中
身
を

入
れ
替
え
る
程
、
気
に
入
っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

　

他
の
方
の
作
品
に
刺
激
を
受
け

て
、
い
つ
か
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
や

バ
ッ
グ
に
挑
戦
し
た
い
と
語
る
鷹

馬
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
素
敵
な
作
品
で
皆
さ
ん
を
笑
顔

に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
取
材　

理
事　

野
村 

千
恵
子
）

に
通
わ
れ
、
続

け
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
作

品
展
に
出
展
さ

れ
た
漢
詩
（
中

国
の
伝
統
的
な

詩
）
の
作
品

は
、
町
長
賞
も

受
賞
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　

当
時
は
書
く

こ
と
に
精
一
杯

で
、
作
品
の
漢

詩
の
意
味
は
忘

れ
て
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
で
す

習
い
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
」
と
話
す
鷹
馬
さ
ん
。
娘
さ
ん

は
、
成
人
さ
れ
て
書
道
を
辞
め
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
鷹
馬
さ

ん
は
、
そ
の
後
も
週
に
一
回
教
室

　

「
33
歳
の
こ
ろ
に
、
娘
が
書
道

部
に
入
る
た
め
に
一
緒
に
教
室
に

　

支
部
活
動
交
流
集
会
に
書
道
と
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
革
細
工
）
を

出
展
い
た
だ
い
た
豊
富
支
部
の
鷹
馬
ま
り
子
さ
ん
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー

ク
「
旧
野
里
街
道
を
歩
こ
う
」
に
も
参
加
さ
れ
、
現
在
は
、
豊
富
支

部
の
新
し
い
運
営
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
多
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
鷹
馬
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲鷹馬さん。思い入れのある「四海」と

▲レザークラフトの作品いろいろ

▲深みある色合い

も
そ
の
日
の
温
度
や
湿
度
で
濃
淡

が
変
わ
る
た
め
注
意
し
、
筆
の
太

さ
も
替
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

中
で
も
思
い
出
の
作
品
は
、
15

年
前
に
書
い
た
作
品
『
四
海
』。

世
界
の
人
び
と
が
繋
が
り
助
け
合

う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
大

作
で
す
。

次
の
趣
味
は

次
の
趣
味
は

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
！

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
！

　

現
在
、
書
道
は
お
休
み
中
で
す

が
、
新
し
く
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
花
な
ど

の
図
柄
や
模
様
を
革
に
刻
印
し
、

染
色
と
防
水
加
工
を
行
い
ま
す
。

娘
さ
ん
と
一
緒
に

娘
さ
ん
と
一
緒
に

始
め
た
書
道

始
め
た
書
道


